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による TI-201心筋シンチグラフィの定量診断






回転型ガンマカメラを用いた Single Emission Computed Tomography (S P E C T) による Tl-
201心筋断層シンチグラフィは，著者らが基礎的検討で報告した如く分解能などの精度は非常に優れて
いる。しかし剖検例の検討から示したように，①心筋の下後壁は前壁よりやや薄い。②心尖部は特に薄








3 ,._, 4 m Ci の Tl-201安静時静注後約10分より 5 方向(正面，第 2 斜位300 ， 450 ， 600 ，左側面)の心
筋Planar像を撮像し，続いて対向回転型ガンマカメラで 1 方向30秒100毎回転でデータ収集した。これ
より心筋の体軸横断断層像，長軸面垂直断層像，短軸面断層像を再構成した。定量解析は心筋短軸面断
層像に circumferential profile analysis (C P A) を行ない，正常例10例より得た正常範囲(平均一 2










前述のようにして得た正常下限と各症例の profile curveで囲まれた面積 (profile curveが正常下限
を下回った部分の面積)は，梗塞の拡がりと程度を表わす。各症例ごとに心筋の短軸面断層像の 3 断面





4) 心筋Planar ， S P E C T像の視覚的診断と定量診断の診断精度についての検討
心筋梗塞40例，正常41例に対して検者 7 人による ROC解析の結果，心筋SPECT定量診断，心筋
SPECT視覚的診断，心筋Planar視覚的診断の順に優れた梗塞診断精度を示した。特に SPECT






表 1 ROC accuracy index (d'e) 表 2 ROC score (梗塞部位別診断)
診断 planar SPECT 診断 下壁梗塞前壁梗塞正常
視覚的診断 1.89 2.25 SPECT定量 1.4 1.4 4.1 
定量診断 2.92 SPECT視覚 1.8 1.5 4.2 








circumferential profile analysis を使用した定量診断の欠点を見出し，これを補正する再標準化プログ
ラムを新たに開発し，冠動脈左回旋枝病変にはこれが不可欠であることを証明した。さらに infarction
mapを開発し，これが病変の部位・拡がり・程度を示すのみならず\パターン認識的に擢患冠動脈の
推定も容易におこなえることを明確に示している。以上より本研究は学位論文に相当する。
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